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1は じ め に

近年,水田での移植作業の高能率化をめぎして田植機の

多条化が進み,乗用型も実用段階に入りつつある。著者は,

1975年から77年にわたり散播箱苗用多条田植機 4機種に

ついて作業能率の測定と,それに基づいて種々の圃場面積

における能率の試算を行なつたので報告する。

2 多条用田植機の作業能率

1 試験方法 :表 1に示した供試条件により園場作業に

おける項目,1所要時間を調査した。

6 作業能率の試算と考察

1 試算の方法 :前述した実測に基づき表3の ように試

算条件を設定し,10a～ 200aの 園場の作業能率を試算し

た。なお,使用箱数はft苗で16箱/10a,中 苗で52箱力0

a,移植方法は長辺方向植えで機械の調整.不時の故障等

は含まず,ま た畦畔以外の場所では可能な限り薔補給は行

なわないものとし,圃場区画は,10aは 18× 55‐ ,30aは

るOX100れ ,その他は圃場短辺を50れ とし面積は長辺の長2 試験結果 :各機種の作業能率を表 2に示した。これ

によると最も同場作業量が多い値を示したのは歩行 6条型  短によるものとした。

であり,以下乗用 8条型>乗用 6条型>歩行 4条型の順で     表3 作業能率試算条件
あつた。歩行 6条型を基準として各機種をみると,乗用 8

条型は試作段階の日植機であり,作業精度を高めるために

作業速度が05m/sと・Eか ったことが,乗用 6条型は約 2

倍の百補給時間を要したことが歩行 6条型の回場作業量に

及ばなかつた大きな要因である。歩行 4条型の圃場作業量

は歩行 6条型に対して,ほぼ 1行程植付条数と反比例の関

係にあつた。

各機種の作業精度のうち欠株率は,歩行 乗用 6条型は

4%程度に止まつたが,歩行 4条型では播種量に比して 1

株当りの掻取面積が小さかつたため,乗用 8条型では回場   2 試験結果 :30a圃場において稚苗を使用した場合の

の局部的な凹凸によつ入水後の浮首が多かつたため,約 9  試算作業能率は表 4に示すように歩行 6条型の圃場作業量
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表 2 多条用田植機 4機種の作業能率
歩
行
４
条

歩
行
６
条

乗
用
６
条

乗
用
８
条

有効作業速度 (n/8)

圃場作業時間 (h)
o45

`52

050

4 10

0 46

482

050

458

446

464

o 15

o07

0

266

086

1110

025

o26

264

186

o 15

002

1115

305

120

011

o 15

00フ

圃 場 作 業 量 (a/→

有 効 作 業 量 (a/⇒

有効作業効率 (%)
苗箱使用量 (箱 /10→

141

2110

70 5

2ζ 5

25 7

565

649

128

185

527

5`0

236

1,4

2,2

664

199

¢と高かつた。 2Z3a/hを最高に,各機種とも表 2に おける圃場作業量
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を上回つた。これは,試算条件の項にあげたように調整,

故障等の不確定な時間を省略したことと,苗補給時間が大

幅に縮小されたためである。

表 4 稚苗の場合の試算作業能率

供試機械の作業速度を05m/8と した場合には,乗用8
条型が326a′ hの圃場作業量を持ち,歩行6条>乗用6条

>歩行4条の順になるが,機種により植付時間外の所要時

間に多少があるため必ずしも圃場作業量は 1行程植付条数

に比例しない (表 5-1)。

ま 5-1 作業速度Q5■ /8の場合の試算作業能率
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表 5-2中苗の場合の試算作業能率
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さらに,上記稚苗移植に対して中薔移植を考えた場合,
表 5-2の ように表 4と 比較して,厠場作業時間に対する
苗補給時間の占める割合が増加し,歩行 4・ 6条型で約 4

aノ h,乗用6条型で6a/h,乗用8条で 5a′h前後の圃場
作業量の低下をきたすものと考えられる。

次に, 5段階の圃場面積について能率を試算した結果,

各機種とも図 1の ように100aま では能率の向上は認めら

れるが面積が大きくなるにつれその程度は小さくなり,00

aを越えると1行程作業途中に田植機の補助苗枠からの苗

補給が必要なため能率の低下をきたす。
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試算作業能率と歩行 4条型の

歩行 4条型における実作業能率と試算値を比較すると図

1の ように実測値の大半が試算値を下回り,その差は面積

の拡大につれて小さくなる傾向があつた。この原因は,植

付時間は各面積においてほぼ一致しているものの,圃場作

業時間内に占める苗補給時間の割合が面積が小さいほど大

きいことが大きな要因である。

4 結

この試験結果では歩行 6条型が最も高能率であり,乗用

型の能率の向上は認められなかつた。6条程度の乗用型は,

むしろ作業者の労働負担の軽減の面での改善が大きいもの

と思われる。面積当り箱数が増加すると作業能率も低下す

ることは,今後,中苗移植の普及に当り,注 目すべき点で

あろう。また,圃場面積の拡大に伴う能率向上は,おおよ

そlhaに限界があるようである。なお,能率の試算につい

ては実測値と試算値の差を少なくするため,さ らに検討を

加えなければならないo


